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【お問合せ】
　学校法人東海大学望星学塾  〒180‐0013 東京都武蔵野市⻄久保1‐17‐1
　TEL:0422-51-0161 FAX:0422-53-1025 E-MAIL: bosei@tokai.ac.jp

電話番号 0422-51-0161

◆当日会場で受講される方はスリッパのご準備をお願いいたします。
◆悪天候時の開催の可否についてはホームページやFacebookに掲載いたします。

14:00 -  15:30 （質疑応答含む）
①望星学塾会員  無料   ②一般

◆参加方法：
◆定　　員：会場は先着30名    オンラインは先着50名

①望星学塾会員（会場またはオンライン） ②一般（会場のみ）

◆受講料：　　　　　　　　　　　       1,000円
当日受付に

て支払い

2026年度年間テーマ
『人と社会と自然がともに⽣きる』

会場とオンラインの両方でイベントを開催する方式のハイブリッド開催

＜PROFILE＞

海に無限の資源を求めて　
−現代における海洋の資源開発状況−

「会場受講」「会場受講」「会場受講」できますできますできます
（会場は望星学塾）（会場は望星学塾）（会場は望星学塾）

＜受講方法＞

①望星学塾会員 ②一般（会場のみ）（会場またはオンライン）

事前申込が必要です。

・会場受講、オンライン受講ともにお送りしています

　メールからお申込ください。

・会場のみの受講となります。

　お電話にてお申込ください。

（電話受付時間：月〜金 9：00〜17：00）
※申し込み登録が承認されますと、
　          より⾃動返信メールが
　届きますので、案内をご確認ください。
<no-reply@zoom.us>

・講座当日は13：30より受付開始いたします。
　受講料は当⽇受付でお支払いください。

申込期日 6⽉12⽇（金）13:00厳守

ホームページ
Facebookは
右のＱＲコードから
それぞれのページへ
進んでください

おつりのないよう

ご用意ください

海洋学部が設立されて60数余年、松前重義先⽣の「海に無限の資源を求めて」というスローガンに憧れ
て、多くの学⽣が入学し、約3万人を越える卒業⽣が社会に巣立って⾏きました。その多くが、今⽇の⽇
本社会の基盤を支える重要な役割を担っています。本講演では、近年の海洋探査の⼿法と、海洋学部に

おける海洋教育の現状、また⽇本における海洋資源開発の施策について報告します。さらに現在湘南校

舎の⼯学部の研究者との研究連携について紹介するとともに、東海⼤学発の海底エネルギー資源開発の

取り組みと、その海底資源開発計画の概要についてお話します。

坂本 泉
東海大学海洋学部海洋理⼯学科 教授
中国科学院青島海洋研究所 客員教授

（国研）産業技術総合研究所　客員研究員

（国研）海洋研究開発機構　招聘研究員

Sakamoto Izumi

専門は海洋地質学・海底火山学・資源地質・災害地質を専攻。地質学・火
山学を基本に、自然災害や資源開発等、自然科学と社会科学の共存につい
て、学生と共に模索している

【職歴】
 1995-1989：新技術事業団科学特別研究員（JAMSTEC研究員）
 1989-2000：海洋科学技術センター（JAMSTEC）深海研究部特別研究員
 2001-2007：海洋研究開発機構　ワシントンDC副所長
 







　　　 地球深部探査船科学計画室課長
 2007-現在：東海大学海洋学部

【主要著書】
坂本泉・横山由香・藤巻三樹雄・八木雅俊・田中克彦(2018)：3.11東北地
方太平洋沖地震で発生した津波起源堆積物による大槌湾底質環境変化,日
本水産学会誌,84,（5）,901-904.

上棟記念講座 1935年6月8⽇に望星学塾塾舎上棟式挙⾏。現在の「望星学塾記念館」
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